
女性の活躍促進の取組を宣言答
男女共同参画の取り組みは問

鈴木 みどり 議員
やとみ志政会

問
答

子どもの居場所と
多世代交流は

「地域共生社会」
の実現

〇
第
２
次
弥
富
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
以
下
を
問

う
。

調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
。

市
民
生
活
部
長　

18
〜
84

歳
の
在
住
者
2
0
0
0
人
と
、

中
学
２
年
生
４
０
６
人
に
対
し

て
行
っ
た
。

男
女
間
の
地
位
が
10
年
前

よ
り
後
退
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

固
定
的
な
性
別
割
合
分
担

意
識
が
強
く
残
っ
て
い
る
。

男
性
の
家
庭
参
画
の
取
り

組
み
は
。

「
パ
パ
マ
マ
教
室
」
や
子

育
て
支
援
の
講
座
、
講
習
会
の

実
施
。職

員
で
、
男
性
の
育
児
休

業
は
。
介
護
休
業
の
取
得
は
。

総
務
部
長　

育
児
休
業
は

令
和
３
年
度
４
名
。
令
和
４
年

度
２
名
。

介
護
休
業
は
、
令
和
４
年
度

１
名
。育

児
休
業
、
介
護
休
業
の

取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
。

個
別
に
制
度
説
明
や
意
向

確
認
な
ど
を
行
う
。

教
育
の
場
で
、
子
ど
も
達

が
学
ぶ
機
会
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

学
校
で
は
、

人
権
の
尊
重
、
男
女
の
平
等
や

男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

審
議
会
な
ど
女
性
登
用
の

推
進
は
。

市
民
生
活
部
長　

女
性
委

員
比
率
40
〜
60
％
を
目
標
と
定

め
て
い
る
。

県
で
の
研
修
等
に
女
性
職

員
の
参
加
は
。

総
務
部
長 

「
女
性
職
員

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」
な
ど

へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。

市
長
総
括

市
長　

令
和
４
年
７
月
、

女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
取

組
を
宣
言
。

子
ど
も
食
堂
の
活
動
に
対

し
て
の
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長　

本
市
独

自
の
補
助
制
度
は
な
い
。

県
の
補
助
金
は
食
材
と
し

て
使
用
で
き
る
か
。

食
材
の
購
入
に
は
利
用
で

き
な
い
。

こ
の
活
動
を
増
や
し
て
い

く
の
か
。

各
地
域
に
、
特
色
の
あ
る

子
ど
も
の
居
場
所
が
開
設
さ
れ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

絡
を
取
り
、
進
め
て
い
く
。

多
世
代
交
流
・
共
生
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
は
。

子
ど
も
食
堂
の
良
さ
や
強

み
を
生
か
す
と
い
う
点
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
望
ま
し
い

の
か
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
緒
に
考
え
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
・
子
ど

も
食
堂
は
、
多
世
代
交
流
施
設

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

市
長　

活
動
が
地
域
に
根

付
く
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
団

体
が
立
ち
上
が
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

▲子どもの居場所（学習支援）の様子

令
和
3
年
度
決
算

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
視
察

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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